
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5月 25日（木）、1，2年生はジャガイモ掘り 

を体験しました。これは田野小のふるさと先生 

である山添セツ子さんと松田絹江さんのお世話 

で実現しました。 

 場所は瓜ケ坂公民館の近くの畑です。畑につ 

いて、山添さんからジャガイモの掘り方を教え 

てもらうとまるでお宝を探すかのようにジャガイモを探し、大小いろいろな形のジャガイモ

をたくさん収穫しました。 

 収穫後は、お楽しみの時間です。山添さんと松田さんが事前にふかしてくれた熱々のジャ

ガイモをいただきました。１つ、また１つとマヨネーズたっぷりのジャガイモを口に運び、

みんなお腹いっぱいいただきました。 

 この日は、唐津ケーブルテレビ（ぴーぷる）の取材

もありました。子どもたちは素敵な笑顔を見せたり、

インタビューに答えたりしていました。（初回放送は

5月 31日でしたが、今後も再放送があるかもです）） 

 

 6月 1日（木）、学校近くの畑で 1，2年生がサツマ

イモの苗の芋差しを行いました。今回も、山添セツ

子さんと松田絹江さんにお世話をしていただきまし

た。畑の畝に芋苗を並べ、子どもたち 10人で 100本

の苗を差しました。これから 1，2年生は、時々は畑に行き、 

草取りや水やりをがんばります。秋の収穫、焼き芋会が楽 

しみです。また、お腹いっぱいお芋を食べたいね。 
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 田野小学校の合言葉は「たくましく、のびのびと、こころゆたかに」です。これは、1学

期の始業式や入学式でも子どもたちに話してきました。この合言葉は、多くの子どもが覚え、

言うことができます。そこで、5 月 31 日の全校朝会で、

この合言葉に関係のある内容で頑張っている子どもを紹

介しました。題して「たのっこの いいね！」です。 

 4，5月の生活目標は、「気持ちの良いあいさつと返事を

しよう」でした。田野小学校が力を入れているのは、あい

さつプラスワンです。ただ、あいさつするだけでなく、立

ち止まって、相手を見て、お辞儀をして、相手の名前を言

ってなどのプラスワンです。子どもたちの多くが、職員室

裏側の校門から登校してきます。ほとんどの子どもが、こ

の門のところであいさつをして、お辞儀をするのです。ま

た、「おはようございます〇〇先生」と名前を言ってあいさつをする子もいます。あいさつ

を交わすことによってお互いがよい気持ちになります。 

 全校児童の前で、あいさつをがんばっている子どもを紹介し、具体的にどんなところが「い

いね！」なのかも話をしました。紹介することであいさつプラスワンをもっともっと広げた

いと考えました。 

 たのっこの合言葉には、あいさつ以外にも運動や学習、がんばる子、はげましあう子など

まだたくさんあります。全校朝会の計画委員会からの終わりの言葉では「わたしも、いいね！

で紹介してもらうように頑張ろうと思いました。」という感想も聞かれました。たのっこに

は、こんなに素直な子どもがたくさんいます。これからも子どもたちのがんばりを、たくさ

ん見つけて紹介していきたいと思います。 
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・元気に挨拶や返事ができる子 

・進んで運動に取り組む子 

・健康や安全に気をつける子 

・進んで勉強に取り組む子 

・夢や目標をもってがんばる子 

・のびのびと表現する子 

・みとめ合い、はげまし合う子 

・気づき・考え・実行する子 

・命を大切にする子 

１年生もあいさつ上手になりました 

全校で取り組んだあいさつプラスワン強調週間 

上級生が手本を示してくれています 


